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団 体 名 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 

Ⅱ 管理経費の節減について 

   財政的な能力 

（経費積算内訳（収支計画書）、団体等の事業計画書、収支予算書、事業実績書、決算諸表により 

審査しますので、記載不要です。） 
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団 体 名 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 

●諸規定の整備 

・各種関係法令に則り、人事・総務・経営企画・コンプライアンス等

の部門において、現在８８種類の規程と、建物管理・賃貸・工事

部門を合わせ６２種類のマニュアルを保持しています。規程は重

要性別に定款から基準までの 5 階層に分かれ、全社的なルールと

して機能しています。 

 

●取組み事例：技術情報の開示 

・代表団体東急コミュニティーでは、技術情報を専門に取り扱う「技

術統括事業部」にて、関係法令の制定・改廃に関する情報収

集・対応策の策定を行っています。 

・関係法令について制定・改廃があった場合には、全社員の情報共

有ツール「TC-Portal」内に、従業員向けに技術情報をまとめた

「TTC-NET」というコーナーを設けています。 

所管部門 階層
第１階層

第２階層 組織規程 職務権限規程 会議体規程

第３階層 IT基本規程 関係会社管理規程 財務報告に係る
第４階層 ベンチャー制度規程 情報システム開発運用催促
第５階層 情報システム開発基準 関係会社管理規程運用基準

第１階層

第２階層 内部監査規程

第３階層

第４階層

第５階層

第１階層

第２階層 企業倫理
第３階層 リスク管理規程 個人情報保護方針 個人情報保護規程 公益通報者保護規程 金融商品取扱業基本規程

環境方針 環境マネジメント規程
第４階層
第５階層 CSR推進会議運用基準

第１階層 定款

第２階層 取締役会規程 株主取扱規則 内部者取引防止規程 規程管理規程
第３階層 文書・情報管理基本規程 機密情報等取扱規程 文書取扱規程 決裁規程 商標管理規程

印章管理規程
第４階層 印章使用細則 車両管理規則 物品貸与規則 物品管理規則 携帯電話運用規則

入退管理細則

第５階層 職務著作及び職務発明 社外団体取扱基準 マニュアル作成基準 社内運転免許 停止・取消基

第１階層

第２階層 従業員就業規則
第３階層 人事規程 勤務規程 人事考課規程 賃金支給規程 賞与支給規程

退職金支給規程 退職年金規程

第４階層 賞罰規則 職能資格等級規則 ｼﾞｮﾌﾞｴｷｽﾊﾟｰﾄ社員・ 嘱託社員就業規則 パート社員就業規則

アルバイト就業規則 安全衛生管理体制規則 安全及び保険衛生規則 育児休業規則 介護休業規則

遺児育英年金運用規則 災害補償規則 役職定年制度規則 契約社員退職功労金 出張旅費規則

赴任旅費規則 海外駐在者の取り扱い規則 インセンティブ賞与支給規則

第５階層 ｼﾞｮﾌﾞｴｷｽﾊﾟｰﾄ社員・ 契約社員職務等級運用基準 ｾｸｼｬﾙﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止運用基準 ﾘﾌﾚｯｼｭ休暇制度運用基準 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ休暇・休職 運用基準
母性健康管理運用基準 厚生貸付運用基準 社宅管理運用基準

第１階層

第２階層 経理規程

第３階層

第４階層 経理細則
予算管理細則
（経営企画部 主管）

第５階層 有価証券取扱基準 与信管理運用基準 受託会計運用基準

第１階層

第２階層
第３階層
第４階層 情報システム
第５階層 情報システム管理運用基準 情報システム管理基準

第１階層
第２階層
第３階層 外注管理規程

第４階層

第５階層

第１階層

第２階層 監査役会規程 監査役監査基準
内部統制ｼｽﾃﾑ
監査実施基準

発注管理部

監査役会

経営企画部

監査部

CSR推進部

総務部

人事部

経理部

情報システム部

規程名

＜「TC-Portal」内「TTC-NET」＞ 
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団 体 名 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 

●障がい者雇用の考え方 

・障がいのある方の能力を活かし、活躍できる雇用をすすめています。身体や精神の障がいを持つ方でもチャレンジで

きる業務など多数の事務業務をチームで担い活躍していただきたいと考えています。 

・具体的に以下のような対応を実施し、積極的に雇用促進に努めています。 

3．自社独自の採用活動の実施 

障がい者雇用専用のインターネット採用広告や、大手新聞社の障がい者雇用特集広告への募集掲載、

人材紹介会社からの紹介サービスなどの活用、東急コミュニティー地方支店（北海道、関西、九州など）

を含めた全国での採用活動の展開など、東急コミュニティー人事部にて独自の採用活動を実施していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

者 用  

 

1．公共職業安定所（ハローワーク）等専門機関の活用 

公共職業安定所主催の障害者雇用促進セミナー、合同面接会への参画など各種専門機関を活用してお

り、雇用の促進に努めています。 

2．人事部業務支援センターでの人材活用 

雇用した障がい者の方が社内で活躍していただけるよう、人事部内に「業務支援センター」を設けており、入

社後も常用雇用した障がい者をバックアップしています。 

 

＜採用情報－障がい者採用：募集要項ページ＞ 
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団 体 名 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 

■すべての人が安全に質の高い学習ができる環境を提供する  ポイント③に対応 

・本施設では、カラーバリアフリー(3(2)ア P.29 参照)や、筆談対応の準備(3(2)ウ P.32 参照)など、すべての人が 

生涯学習を受けられる環境づくりに努めています。 

・構成団体国際自然大学校では、運営する指定管理施設において各施設の強みを生かした SDGｓに関する取り 

組みを行っています。(例:大田区立伊豆高原学園において一言カードを掲示) 

 

■環境学習、教科学習プログラムの拡充 ～間伐材の利活用プログラム～  ポイント①④に対応 

・野外炊事やクラフトなどの木材をつかった既存プログラムにおいて、17 の国際目標のうち、「4.質の高い教育をみん

なに」および「１５.陸の豊かさを守ろう」について重点的に取り組みます。間伐材を利用することで、資源の利活用

につながるとともに、間伐材を利用することの利点をわかりやすく指導することにより、環境教育効果を期待します。 

・国際的な SDGs を身近な森に置き換えて 

わかりやすく指導すること、また間伐材を利 

用したクラフトを日常や家庭に持ち帰ることで、 

知り合いや家庭内でも話題となり村の利用 

者に限らず、広く認知がされていくことを目的 

とします。 

 

 

 

②就学前教育に寄与するプログラムの拡充  ポイント②④⑤に対応 

・本施設では、「親子で楽しむ！あいかわ森のようちえん」など幼児向けのプログラム 

も複数実施しています。 

・『自然観察路スタンプラリー』は、森の探検をしながら隠されたスタンプを集める 

プログラムです。わかりやすいゲーム性は就学前の子どもにお勧めです。 

・年間を通して実施ができ、雨天時には注意が必要ですが、自然環境のなかで 

のびのびと学習できる機会を醸成します。 

・『バードコール』を作成する創作活動は、３歳以上から参加できます。 

小鳥の鳴き声を真似て森の中で鳥たちと会話を楽しみ、もしかすると鳥が 

自分の側まで飛んでくるかもしれないというワクワクから、自然への興味関心を引く 

ことが期待できます。 

 

 

 

＜自然観察路スタンプラリー＞ 

＜バードコール(創作活動)＞ 

＜間伐材を使用した木彫り箸＞ ＜間伐材を使用した焼き板＞ 
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団 体 名 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

   指定管理者の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1）事故・不祥事への対応 

（募集開始の日から起算して過去３年間の重大な事故又は不祥事の有無並びに事故等があった場合の対応状況及び
再発防止策構築状況について記載してください。） 

●有無状況について 

・当グループの代表団体東急コミュニティー、構成団体国際自然大学校共に、募集開始の日から起算して過去3年

間の重大な事故または不祥事はございません。 

・本施設に関わる運営者はもちろん、各社の全社員が事故や不祥事を発生しないよう、コンプライアンス教育等を実

施します。 
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団 体 名 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 

●個人情報保護のための管理体制 

・利用者からお預かりする個人情報を漏洩・改ざんなどのリスクから保護するため、個人情報保護に関連する法令・

規則、その他の規範を遵守するとともに、必要かつ適切な個人情報管理体制を構築し、維持することに努めます。 

・当施設においては、個人情報保護に関する具体的な取扱方法を以下のように明確に示し、これを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●個人情報取扱責任者への対応 

・管理職以上の社員に対し教育システム「e-ラーニング」にて個人情報保護に関する研修を定期的に実施します。 

・研修終了した管理職より各課員へ個人情報保護に関する教育を行い、全社員に重要性の認識付けをいたします。 

 

 

 

 

   

 

 ＜e-ラーニングによる個人情報保護教育研修の画面(一部)＞ 

１．組織的安全管理措置 

 安全管理について職員の責任と権限を明確にし、安全管理に対する規程や手順書の整備及び運用を行います。 

２．人的安全管理措置 

 個人情報管理担当者(東急コミュニティー 相模原支店長)・情報管理担当責任者(副所長)を選任し、現地職員へ

の教育・訓練を実施します。 

３．物理的安全管理措置 

 ①個人情報は施錠可能な書庫へ保管し、本施設外へ持ち出す際は所定の手続きを必要とします。 

 ②シュレッダー、溶解処理によって個人情報を廃棄します。 

 ③壁などへの個人情報の掲示、机上への放置を禁止します。 

４．技術的安全管理措置 

 ①パソコン使用及び個々のデータの使用は、パスワードによる個人認証を実施します。 

 ②本施設外へのメール(添付ファイル)は、データ漏洩対策ソフトを講じます。 

 ③ 携帯電話・記録媒体(CD・USB メモリ等)内ファイルに対してもパスワード設定によるセキュリティを実施します。 

 ④本施設で使用する全てのパソコンに対してウイルスチェックを定期的に行い、ウイルス感染によるデータの漏洩・破壊 

を防止します。 

 ⑤メールを社外の複数の宛先に一斉送信する場合は、必ず以下の対応を行います。 

  ・送信前に送信先が BCC 設定になっている事を確認 

  ・送信者以外の最低１名による送信先 BCC 設定の確認(検証) 
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団 体 名 東急コミュニティー・国際自然大学校グループ 

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

   これまでの実績 

（2）神奈川県又は他の自治体における指定取消しの有無 

（県又は他の自治体において指定管理業務を行っていた際の、指定の取消しの有無について記載してください。） 

●有無状況について 

・当グループの代表団体東急コミュニティー、構成団体国際自然大学校共に、指定管理者運営期間内における他

の自治体の指定取消しはございません。 

・引き続き、本施設やその他施設においても、安定した運営管理を実施します。 
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